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のびっ子の輝き Ｎoboritate.es
School life scene

入学式～のびっ子の仲間入り～ ４月９日、２９人の子供たちが入学しました。全員、元気に、そして笑顔で式に参加しました。式には、のびっ子
全員が臨席し、１年生を迎えました。とても立派な態度で、先輩としての自覚の表れを感じました。式辞では、三つの木「えがおの木」「げんきの木」「いの
ちの木」が開校以来、登立小を見つめていること、そして、三つの木に、大きく、美しい三つの花「笑顔の花」「元気の花」「命の花」を咲かせてほしいと伝
えました。そんな一年生も入学から２週間が経ち、日々成長しています。楽しく学校生活を送り、給食もモリモリ食べています。皆様、黄色い帽子の子供
たちを見かけられたら、安全な登下校へのご支援とともに、頑張りと成長を認める働きかけをよろしくお願い致します。

転入及び職員紹介 本年度は７人の教職員の転入があり
ました。転入者一同、真心を込めて、精一杯、子供たちの教育
にあたる所存です。皆様方には、留任者と併せて、ご支援いた
だきますよう、心よりお願い申し上げます。
【転入職員】
◇教頭 尾上忠宜〔市教委より〕 ◇教諭 中野聖規〔上小より〕
◇教諭 田中一路〔本渡北小より〕 ◇講師 西中慈音〔新卒〕
◇給食技師 山﨑里美〔上小より〕 鬼塚和代（大矢野中より）
◇給食調理員 四藤明美（上小より）

歓迎遠足に出かけました。総合運動公園までの

約５㎞の道のりを春の風景、街並みを見学しながら、楽
しく歩きました。出会う方々の声援を受けながら、笑顔で
あいさつを交わす姿がとても清々しく感じられました。一
年生の黄色い帽子と６年生の大きな姿が並ぶと、６年
間の成長の過程を感じ取ることができました。心配された
降雨もなく、往復約１０㎞を歩き切ったのびっ子たちでし
た。そのエネルギーは「お弁当」です。保護者の皆様方
に、心より感謝申し上げます。

防災への取組を進めました。地

震・津波の発生を想定した避難と
避難時の対応です。事前学習を済
ませたのびっ子たちは、疑似サイレン
と同時に避難行動をとりました。その
後、第一次避難所まで、駆け足で
す。上へ上へと全員が坂を駆け上
りました。互いに「頑張れ」「もう少し」
と励まし合いながら進みました。集
会では「命を守るのびっ子は『よくで
きた。100点満点』といえるスーパー
小学生だ！」をテーマに活動を振り
返りました。災害時のキーワードとし
て「決めつけない」「ベストをつくす」
「トップでにげる」を頭に入れた行動
をとる事を確認し合いました。

防災への食育

防災へのスキルアップ

元気も、あいさつも、立派な１年生！！

命のワード

①決めつけない
②ベストをつくす
③トップでにげる

のびっ子への誓い 私たちは、

のびっ子たちの安心安全を保ち、豊か
な学校生活の実現にむけて努力を続け
ます。始業式で誓った我々登立小の教
職員の誓いです。子供たちの教育活動
とともに、それぞれの指導技術のスキル
アップ、教育理念の共有、人間性の向
上への研修を続けていきます。

のびっ子たちは、喜びの言葉で迎えました！

緊急対応への学習会の様子

防災への行動

のびっ子のたしざん ～６年生は手本～ 始業式にあたり、
のびっ子たちに次のように話しました。「のびっ子は、これまでの経験を生
かすことができる賢い子供たちです。だからこそ、できるようになったことを
力にして、新しいことにも挑戦していきましょう」。これからの学校生活では
６年生が最上級生として、常にその姿を示してくれます。のびっ子たちの
憧れは、まさに６年生の姿そのものです。返事やあいさつ、歩き方、ルー
ルを守る言動など、日々の一つ一つが手本となります。頭と心を使い、
自分のことだけでなく、周りのことにも目を向け、広く高い視野をもって学
校生活を送ってくれることでしょう。緊張することもあるでしょう。毎日くたくた
になることもあるかもしれません。それでも、６年生がいてくれることで、の
びっ子全員の成長があります。６年生のみなさん、どうぞよろしくお願いし
ます。共に前へ、一歩一歩、確実に進んでいきましょう。


